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今回は、長年続けられてきた図書室整備・読み聞かせボランティアの活動について紹介します。 

図書室は、２００９（平成 21）年に松阪市の図書館に指定管理者制度が取り入れられ、株式会社図書館

流通センター（本社東京）が管理をするようになりました。２０１０（平成 22）年から学校図書室も管

理が委託され、司書が定期的に派遣されています。 

一方、読み聞かせグループの「なんじゃもんじゃ」は、１５，６年前に２人からスタートし、現在５

人の方が読み聞かせを行っています。 

学校司書は、原則月２回第１火曜日・第３火曜日に来校し図書室の整備を行っています。 

具体的には、子どもたちが図書室に行こうと思えるような雰囲気づくり、折々に子どもたちに読んで欲

しい本の選択や並び替え、本棚の整備、傷んだ本の修理、そして読み聞かせ等々です。 

 「なんじゃもんじゃ」の活動は、司書が来校する第 1・第３火曜日の図書室整備の応援と、第１水曜

日・第３水曜日の１年生・２年生への読み聞かせです。読み聞かせは交代で、第１限目の授業開始前約

１０分間に行います。 

その他に揥水幼稚園から依頼されて、園児に読み聞かせすることもあります。 

 

 

 

図書室へのお誘い（ようこそ図書室へ）の飾りつけ、室内の雰囲

気づくり、読んで欲しい本を陳列したり、棚を掃除しながら本の

整頓陳列など、司書の方と一緒に行います。 

また、昼休み時間には、読み聞かせも行っています。 
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傷んだ本の修理は意外にも多いのです。たくさんの子供たちが読

むのですから、特に人気のある本は早く傷んでしまいます。しか

し、簡単に買い替えるたり廃

棄することはできないようで

す。 

そこで重要になってくるのは、

本の修理ボランティアです。現在、揥水小学校には修理ボランテ

ィアの方は、残念ながらいません。本の修理は、司書と他の校区

から応援に来ていただいてるボランティアの方（1 名）にお願いし

ています。 

 

 

本の修理 

読み聞かせ 

読み聞かせの絵本は、各メンバーがそれぞれ選択します。概ね市立図書館で借りてきます。 

読まれる絵本は、初めて聞く子、親の読み聞かせで知ってる子いろいろですが、読み聞かせが始まる

とすぐに話に引き込まれていきます。子供たちの反応を見ながら読み進めていくからでしょうね。 

子どもたちは、絵本から何を感じ取っているのでしょう。 

近年、子どもたちの国語力の低下が言われています。何が原因なのでしょう。 

 国語力はすべての教科、すべての学習や知的活動に役立つとても重要な力といわれています。 

 絵本の読み聞かせは、国語力を高める第一歩です。図書室は、子どもたちの知りたい気持ちを応援す

る場所です。時々、司書の方やなんじゃもんじゃのメンバーに「○○の本ないですか」と聞いてくる

子がいます。これって大変大事なことです。こんな子がもっと増えて欲しいですね。 

  本に関して、相談相手になれる司書の方の、月２回の来校は十分と言えるのかな・・・？ 

「図書室整備」「読み聞かせ」のボランティアを募集しています。 

読み聞かせのグループ名は「なんじゃもんじゃ」です。 

☎０５９８－２８－２２３０ 揥水小学校 






